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岡
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号



衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区
曽
根
の
陸
上
自
衛
隊
の
都
市
型
戦
闘
訓
練
施
設
に
お
け
る

訓
練
内
容
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
都
市
型
訓
練
施
設
」
と
は
、
平
成
十
四
年
一
月
に
北
九
州
市
小
倉
南
区
に
所
在
す
る
陸
上
自
衛
隊
曽
根
訓
練

場
に
整
備
し
た
施
設
（
以
下
「
訓
練
施
設
」
と
い
う
。
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
訓
練
施
設
は
、
鉄
骨
造
二
階
建

て
二
棟
及
び
鉄
骨
造
一
階
建
て
一
棟
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
合
計
延
べ
床
面
積
は
、
約
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
訓
練
施
設

に
お
い
て
は
、
四
方
か
ら
建
物
に
侵
入
し
よ
う
と
す
る
敵
を
当
該
建
物
の
内
外
か
ら
警
戒
し
及
び
監
視
す
る
訓
練
、
建
物
を

占
拠
し
た
敵
か
ら
当
該
建
物
を
奪
回
す
る
訓
練
、
近
接
戦
闘
用
交
戦
訓
練
装
置
を
使
用
し
た
模
擬
射
撃
等
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
訓
練
は
、
建
物
を
利
用
し
た
小
部
隊
の
隊
員
の
基
本
的
な
動
作
を
演
練
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
事
態
を
想
定
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

訓
練
施
設
に
お
い
て
は
、
一
年
間
に
約
二
十
回
、
西
部
方
面
隊
等
に
所
属
す
る
師
団
等
の
普
通
科
連
隊
等
か
ら
派
遣
さ
れ

一



た
四
十
名
か
ら
百
名
程
度
の
隊
員
が
二
日
か
ら
十
二
日
間
程
度
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

市
街
地
戦
闘
に
関
す
る
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、東
部
方
面
区
に
お
い
て
は
東
富
士
演
習
場
に
所
在
し
、

東
部
方
面
隊
等
に
所
属
す
る
師
団
等
の
普
通
科
連
隊
等
が
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
中
部
方
面
区
に
お
い
て
は
饗
庭
野
演
習

場
に
所
在
し
、
中
部
方
面
隊
に
所
属
す
る
師
団
等
の
普
通
科
連
隊
が
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
訓
練
は
、
武
装
工
作
員
等
に
よ
る
不
法
行
為
及
び
ゲ
リ
ラ
や
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃
へ
の
対
処
に
も
資
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

陸
上
自
衛
隊
は
、
市
街
地
戦
闘
に
関
す
る
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度
及
び
平
成
十
五
年

度
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
合
衆
国
」
と
い
う
。
）
ハ
ワ
イ
州
に
お
い
て
合
衆
国
陸
軍
と
、
平
成
十
六
年
度
に
合
衆
国

グ
ア
ム
準
州
に
お
い
て
合
衆
国
海
兵
隊
と
、
平
成
十
七
年
度
に
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
お
い
て
合
衆
国
陸
軍
と
、
そ
れ
ぞ

れ
市
街
地
戦
闘
に
お
け
る
警
戒
、
監
視
、
射
撃
等
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

二



こ
れ
ま
で
に
防
衛
施
設
庁
長
官
が
芦
屋
飛
行
場
に
関
し
て
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
九
年
法
律
第
百
一
号
。
以
下
「
環
境
整
備
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
告
示
し
て
き
た
第
一
種

区
域
に
当
該
指
定
の
際
現
に
所
在
し
、
防
音
工
事
に
関
す
る
助
成
の
措
置
の
対
象
と
な
っ
た
住
宅
に
係
る
世
帯
数
は
、
北
九

州
市
に
つ
い
て
は
約
五
百
三
十
世
帯
、
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
に
つ
い
て
は
約
八
百
十
世
帯
、
同
郡
水
巻
町
に
つ
い
て
は
約

四
千
五
十
世
帯
、
同
郡
遠
賀
町
に
つ
い
て
は
約
百
九
十
世
帯
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
七
日
防
衛
施
設
庁
告
示
第
十
三
号
に
お
い
て
告
示
さ
れ
た
北
九
州
市
の
一
部
に
つ

い
て
の
世
帯
数
は
、
約
八
十
世
帯
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

環
境
整
備
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
防
音
工
事
に
関
す
る
助
成
の
措
置
（
以
下
「
第
三
条
第
二
項
の
措
置
」
と

い
う
。
）
は
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
。

以
下
「
環
境
整
備
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
音
響
の
強
度
及
び
頻
度
が
一
定
の
限
度
を
超
え
る

場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
採
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
整
備
法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
く
防
音
工
事
に
関
す
る
助
成
の
措
置
（
以
下
「
第
八
条
の
措
置
」
と
い
う
。
）

三



は
、
航
空
機
騒
音
等
に
よ
る
障
害
の
緩
和
に
資
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
採
る
措
置
に
つ
い
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
採
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

第
三
条
第
二
項
の
措
置
に
係
る
補
助
の
割
合
に
つ
い
て
は
環
境
整
備
法
施
行
令
第
六
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
第

八
条
の
措
置
に
係
る
補
助
の
割
合
又
は
額
に
つ
い
て
は
環
境
整
備
法
施
行
令
第
十
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
三
条
第
二
項
の
措
置
及
び
第
八
条
の
措
置
を
受
け
る
場
合
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
、
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
、
防
衛
施
設
庁
補
助
金
等
交
付
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
防
衛
施
設
庁
告
示
第

三
号
）
等
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
第
三
条
第
二
項
の
措
置
又
は
第
八
条
の
措
置
を
受
け
た
い
と
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
環
境
整
備
法
に
基
づ
き
適
切
に
対
処
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

現
在
、
北
九
州
市
立
高
須
小
学
校
に
つ
い
て
は
第
三
条
第
二
項
の
措
置
を
採
っ
て
防
音
工
事
の
実
施
設
計
が
行
わ
れ
て
お

り
、
同
市
立
赤
坂
小
学
校
に
つ
い
て
は
第
三
条
第
二
項
の
措
置
を
採
っ
て
防
音
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
同
市
立
医
生
丘
小

四



学
校
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
同
市
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
第
三
条
第
二
項
の
措
置
を
採
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

防
音
工
事
を
計
画
し
て
い
る
芦
屋
飛
行
場
周
辺
の
学
校
、
病
院
等
の
施
設
及
び
民
生
安
定
施
設
の
う
ち
、
平
成
十
八
年
度

予
算
の
概
算
要
求
に
お
い
て
第
三
条
第
二
項
の
措
置
及
び
第
八
条
の
措
置
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て
い
る
も
の
は
、学
校
、

病
院
等
の
施
設
に
つ
い
て
は
学
校
法
人
折
尾
愛
真
学
園
折
尾
愛
真
中
学
校
、
同
学
園
折
尾
愛
真
高
等
学
校
及
び
学
校
法
人
芦

屋
学
園
芦
屋
中
央
幼
稚
園
で
あ
り
、
民
生
安
定
施
設
に
つ
い
て
は
若
松
地
区
学
習
等
供
用
施
設
で
あ
る
。
ま
た
、
右
四
施
設

以
外
に
つ
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
同
年
度
に
第
三
条
第
二
項
の
措
置
又
は
第
八
条
の
措
置
を
受
け
た
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
、
騒
音
測
定
を
行
い
、
又
は
補
助
事
業
等
計
画
書
の
提
出
を
受
け
た
同
飛
行
場
周
辺
の
施

設
が
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

ろ
う

防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
は
、
第
三
条
第
二
項
の
措
置
等
を
受
け
防
音
工
事
を
行
っ
た
小
学
校
（
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養

護
学
校
の
小
学
部
を
含
む
。
）
、
中
学
校
（
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
の
中
学
部
を
含
む
。
）
、
高
等
学
校
（
盲
学

校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
の
高
等
部
を
含
む
。
）
、
中
等
教
育
学
校
、
幼
稚
園
（
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
の
幼

五



稚
部
を
含
む
。
）
、
保
育
所
及
び
へ
き
地
保
育
所
を
対
象
と
し
て
、
右
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
空
調
設
備
の
稼
働
等
を
さ

せ
る
た
め
電
気
料
金
等
を
支
払
う
地
方
公
共
団
体
等
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

芦
屋
飛
行
場
に
お
け
る
滑
走
路
の
延
長
に
つ
い
て
は
、そ
の
検
討
を
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

具
体
的
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

Ｔ
―
�
練
習
機
の
着
陸
距
離
は
、
着
陸
す
る
時
の
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
晴
天
、
無
風
時
に
、
例
え
ば
約
千
百
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

一
般
に
、
自
衛
隊
の
航
空
機
に
つ
い
て
、
芦
屋
飛
行
場
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
、
こ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

三
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐
屯
地
城
野
分
屯
地
（
以
下
「
城
野
分
屯
地
」
と
い
う
。
）
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
ま

き
よ
う

で
に
、打
殻
薬
莢
類
保
管
庫
を
小
倉
駐
屯
地
富
野
分
屯
地
に
、自
衛
隊
福
岡
地
方
連
絡
部
北
九
州
出
張
所
を
小
倉
駐
屯
地
に
、

六



西
部
方
面
援
護
教
育
セ
ン
タ
ー
を
健
軍
駐
屯
地
に
、
補
給
用
倉
庫
を
目
達
原
駐
屯
地
に
そ
れ
ぞ
れ
移
転
す
る
予
定
で
あ
る
。

城
野
分
屯
地
が
置
か
れ
て
い
る
国
有
地
（
以
下
「
本
件
国
有
地
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
城
野
分
屯
地
の
機
能
が
移

転
し
た
後
は
、
自
衛
隊
が
別
の
目
的
の
施
設
の
た
め
に
使
用
す
る
予
定
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
、
城
野
分
屯
地
の
所
在
す
る
福
岡
県
及
び
北
九
州
市
並
び
に
移
転
先
で
あ
る
佐
賀
県
、
同
県
神
埼
郡
三
田
川

町
、
熊
本
県
及
び
熊
本
市
に
対
し
、
移
転
事
業
の
概
要
、
事
業
期
間
、
移
転
時
期
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

本
件
国
有
地
に
つ
い
て
は
、
城
野
分
屯
地
の
機
能
が
移
転
し
た
後
、
内
閣
府
か
ら
財
務
省
に
所
管
換
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
公
用
又
は
公
共
用
と
し
て
の
利
用
要
望
の
有
無
、
そ
の
内
容
等
を
踏
ま
え
、
売
却
等
を
行
う
こ
と

と
な
る
。
本
件
国
有
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
構
想
に
つ
い
て
北
九
州
市
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
か

ら
は
売
却
時
期
等
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

七


